
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
中
観
思
想
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
ラ
・
バ

レ
・
プ
サ
ン
に
よ
る
『
プ
ラ
サ
ン
ナ
パ
ダ
ー
』
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
校
訂

本
（
一
九
○
三
，
一
九
一
三
年
）
、
『
入
中
論
』
の
チ
琴
ヘ
ッ
ト
語
訳
校
訂
本

（
一
九
○
七
，
一
九
一
二
年
）
と
そ
れ
と
並
行
し
て
行
な
わ
れ
た
フ
ラ
ン

ス
語
訳
（
一
九
○
七
’
一
九
二
年
）
の
公
表
以
来
、
多
く
の
研
究
の
蓄

積
を
見
て
き
た
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
山
口
益
博
士
等
に
よ
る
研
究
が
あ

り
、
イ
ン
ド
中
観
思
想
研
究
の
一
潮
流
と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
近
年
は
、

チ
。
ヘ
ッ
ト
人
の
手
に
な
る
著
作
の
研
究
に
伴
な
っ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に

お
け
る
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
評
価
・
位
置
づ
け
が
、
バ
ー
ヴ
ァ
ヴ

ィ
ヴ
ェ
ー
カ
の
そ
れ
と
と
も
に
、
明
ら
か
に
な
っ
て
き
つ
つ
あ
る
。

本
書
の
著
者
小
川
一
乗
氏
は
、
そ
の
よ
う
な
研
究
動
向
の
な
か
で
、
山

口
博
士
等
の
指
導
の
も
と
に
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
研
究
を
開
始
し
、

い
ま
ま
で
多
数
の
論
文
を
公
表
し
て
き
た
。
本
書
は
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、

チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
主
著
『
入
中
論
』
（
頌
・
註
）
、
そ
の
な
か
で

も
全
体
の
三
分
の
二
の
量
を
占
め
、
い
わ
ゆ
る
中
観
思
想
を
全
面
的
に
展

開
す
る
第
六
章
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
思
想
的
特
徴
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
企
図
し
て
い
る
。

全
体
は
二
部
（
二
冊
）
か
ら
な
る
。
「
第
一
部
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ

小
川
一
乗
著
「
空
性
思
想
の
研
究
Ⅱ
ｌ
チ
ャ
ン

ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
中
観
説
ｌ
』

江
島
恵
教

の
中
観
説
」
は
本
論
部
分
で
あ
り
、
ま
ず
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
が

無
自
性
論
者
の
立
場
か
ら
絶
対
否
定
（
胃
騨
⑳
塁
冨
も
国
蔦
呂
冒
）
の
中
道

を
自
ら
の
思
想
基
盤
と
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
二
諦
説
中

の
世
俗
諦
（
第
二
章
）
、
所
知
障
（
第
三
章
）
、
法
無
我
（
第
四
章
）
に
つ

い
て
の
彼
の
解
釈
が
紹
介
・
分
析
さ
れ
る
。
彼
の
場
合
「
世
俗
諦
と
は
世

俗
を
諦
と
見
な
す
世
間
人
（
凡
夫
）
に
お
い
て
の
み
諦
で
あ
り
、
聖
者
（
仏

道
修
行
者
）
に
お
い
て
は
、
世
俗
は
諦
と
さ
れ
ず
、
世
間
的
な
諦
（
世
間

に
お
け
る
正
し
い
認
識
）
は
〃
唯
世
俗
（
困
昌
ぐ
旨
‐
日
騨
国
）
〃
に
す
ぎ
な

い
」
（
二
一
頁
）
と
さ
れ
、
バ
ー
ヴ
ァ
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
が
実
世
俗
を
容
認

し
、
そ
れ
を
積
極
的
に
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
と
の
対
比
が
な
さ

れ
る
。
こ
れ
は
、
「
プ
ラ
サ
ン
ナ
パ
ダ
Ｉ
』
で
、
「
世
俗
」
を
「
無
知
（
無

、
、
℃

明
）
は
あ
ま
ね
く
一
切
の
事
物
の
真
実
を
覆
い
か
く
す
か
ら
、
世
俗
と
い

わ
れ
る
」
（
二
四
頁
。
傍
点
部
分
は
著
者
の
訳
で
欠
落
）
と
す
る
語
義
解
釈

に
関
連
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
真
実
を
覆
う
も
の
と
し
て
の
無
知
あ
る
い

は
無
明
、
し
か
も
不
染
汚
の
そ
れ
が
所
知
障
と
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

著
者
は
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
註
釈
を
た
よ
り
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
。
つ
い
で

「
法
無
我
」
は
大
乗
特
有
の
も
の
で
な
く
、
小
乗
で
も
な
り
た
つ
と
す
る
、

チ
ャ
ン
ド
ル
キ
ー
ル
テ
ィ
独
特
の
解
釈
が
紹
介
さ
れ
る
。

さ
ら
に
著
者
は
「
第
五
章
諸
学
説
批
判
」
に
お
い
て
、
『
入
中
論
』
第

六
章
中
に
現
わ
れ
る
「
唯
識
説
批
判
」
の
論
点
と
そ
の
概
要
を
提
示
し
、

「
ス
ヴ
ァ
ー
タ
ン
ト
リ
カ
中
観
説
批
判
」
の
節
の
も
と
に
、
チ
ャ
ン
ド
ラ

キ
ー
ル
テ
ィ
が
、
「
″
自
ら
の
主
張
な
き
〃
無
自
性
論
」
の
立
場
か
ら
、
、
ハ

ー
ヴ
ァ
ヴ
ィ
ヴ
〒
－
１
力
が
独
自
の
論
証
式
を
行
使
す
る
こ
と
を
、
二
諦
説

に
つ
い
て
の
意
見
の
相
違
な
ど
を
含
め
て
論
じ
る
。
こ
の
部
分
は
、
七
世
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紀
の
中
観
論
者
と
し
て
の
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
が
ど
ん
な
問
題
意
識

を
も
っ
て
い
た
か
を
主
要
課
題
と
す
る
。
い
わ
ば
彼
に
と
っ
て
カ
レ
ン
ト

な
問
題
が
対
象
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
｜
」
｝
」
で
著
者
は
、
唯
識
説
批
判
に

つ
い
て
は
山
口
博
士
の
『
仏
教
に
お
け
る
無
と
有
の
討
論
』
に
そ
の
詳
細

を
委
ね
つ
つ
概
観
す
る
。
ま
た
バ
ー
ヴ
ァ
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
批
判
に
つ
い
て

は
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
が
そ
れ
を
全
面
的
に
展
開
す
る
に
至
る

『
プ
ラ
サ
ン
ナ
パ
ダ
Ｉ
』
第
一
章
の
こ
と
を
配
慮
し
な
が
ら
も
、
『
入
中

論
』
中
に
サ
ジ
ェ
ス
ト
さ
れ
る
そ
れ
に
つ
い
て
、
ツ
ォ
ン
ヵ
・
〈
の
註
釈
に

依
拠
し
て
、
論
点
の
明
確
化
に
努
め
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
「
第
五
章
諸
学
説
批
判
」
に
は
、
ア
ー
ル
ャ
デ
ー
ヴ
ァ

の
『
四
百
論
』
第
十
章
「
破
我
品
」
に
対
す
る
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ

の
註
釈
の
和
訳
が
、
テ
ク
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
を
踏
ま
え
て
附
加
さ
れ
、

補
な
い
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
主
に
『
入
中
論
』
第
六
章
を
中
心
に
論
じ
て
き
た
著
者

は
、
一
転
し
て
、
そ
の
第
一
章
の
第
一
’
四
偶
、
あ
る
い
は
結
章
第
一
’

五
偶
に
注
目
す
る
（
第
六
’
八
章
）
。
周
知
の
よ
う
に
『
入
中
論
』
は
『
十

地
経
』
を
下
地
と
し
て
菩
薩
行
の
展
開
に
沿
っ
て
論
を
進
め
て
い
る
わ
け

で
あ
り
、
そ
の
著
述
の
動
機
・
目
的
に
目
を
転
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
チ
ャ

ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
中
観
思
想
の
根
底
が
一
層
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う

と
い
う
、
著
者
の
着
眼
に
よ
る
。
こ
こ
で
著
者
は
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル

テ
ィ
の
仏
陀
観
・
菩
薩
観
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
大
悲
の
思
想

を
起
点
と
し
、
菩
薩
の
思
想
を
軸
と
し
て
、
仏
教
全
体
を
把
握
し
て
い
る
」

彼
の
仏
教
観
を
導
出
し
て
く
る
（
一
四
四
頁
）
。

と
こ
ろ
で
菩
薩
は
十
地
の
偕
梯
を
経
て
修
行
を
積
ん
で
い
く
が
、
そ
の

過
程
の
な
か
で
、
現
象
す
る
事
物
を
「
唯
世
俗
」
と
見
て
聖
者
の
域
に
進

む
場
合
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
『
入
中
論
』
第
六
章
で
簡
潔
に
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
唯
識
説
の
「
入
無
相
方
便
」
に
対
応
す
る
。
著
者
は
、

第
一
部
の
「
結
章
」
に
お
い
て
再
度
「
唯
世
俗
」
に
焦
点
を
紋
り
、
そ
れ

が
唯
識
説
的
な
「
唯
心
」
「
唯
記
識
」
と
の
対
比
の
も
と
で
現
わ
れ
た
と

い
う
理
解
を
示
し
、
「
と
も
あ
れ
、
「
唯
世
俗
」
と
い
う
「
唯
」
の
思
想
の

上
に
、
ま
さ
し
く
、
自
ら
を
祖
師
龍
樹
に
帰
依
す
る
中
観
者
を
強
く
自
覚

（
チ
ヤ
ソ
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
イ
）

し
た
月
称
の
本
領
が
遺
憾
な
く
表
明
さ
れ
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
は
許
さ

れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」
と
結
論
す
る
（
一
七
四
頁
）
・

本
書
第
二
部
は
、
『
入
中
論
』
に
対
す
る
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
註
釈
『
意
趣

善
明
』
（
ロ
唱
儲
冨
拭
：
鴨
巳
）
第
六
章
の
チ
ベ
ッ
ト
語
テ
キ
ス
ト
本
文

と
そ
の
和
訳
を
収
め
て
い
る
。
小
川
氏
は
さ
き
に
『
空
性
思
想
の
研
究

１
入
中
論
の
解
読
ｌ
』
（
文
堂
堂
、
一
九
七
六
年
）
を
出
し
て
お
り
、

そ
こ
で
「
練
訳
」
さ
れ
て
い
た
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
の
註
釈
文
を
独
立
し
た
形
で

和
訳
し
な
お
し
た
も
の
で
、
五
七
○
頁
余
に
及
ぶ
大
部
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
が
本
書
の
内
容
概
観
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
本
書
は
「
空
性
思
想
の

、

研
究
Ⅱ
ｌ
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
中
観
説
ｌ
」
を
タ
イ
ト
ル
と

し
、
い
ま
言
及
し
た
前
著
は
、
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
が
な
い
が
、
そ
の
Ｉ
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
書
は
前
著
に
続
く
、
あ
る
い
は
前
著
を
前

提
と
し
つ
つ
も
、
い
ち
お
う
独
立
し
た
著
作
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
尋
へ
き
で

あ
る
』
ヘ
ノ
。

さ
て
、
本
書
は
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
中
観
思
想
の
特
徴
を
種
々

の
側
面
か
ら
考
察
し
、
そ
こ
で
取
り
出
さ
れ
た
諸
特
徴
を
、
全
体
的
に
、
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い
わ
ば
構
造
的
に
再
構
築
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
ま
で
全

体
的
視
野
に
立
っ
て
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
中
観
思
想
を
論
じ
た
も

の
が
少
な
い
だ
け
に
、
そ
の
試
み
に
関
し
て
は
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
。

ま
た
部
分
的
に
も
、
『
入
中
論
』
に
お
け
る
大
悲
の
重
要
性
の
指
摘
、
所

知
障
の
位
置
づ
け
な
ど
に
は
著
者
の
卓
見
が
示
さ
れ
、
学
界
に
新
し
い
知

見
を
惹
ら
し
、
中
観
思
想
研
究
に
あ
る
一
定
の
イ
ン
・
ハ
ク
ト
を
与
え
る
も

の
と
思
う
。

た
だ
本
書
で
は
、
著
者
自
身
が
「
は
し
が
き
」
で
懸
念
し
て
い
る
よ
う

に
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
と
チ
ベ
ッ
ト
学
者
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
に
対
す
る

著
者
の
「
主
体
的
思
い
込
み
」
が
論
の
進
め
か
た
を
支
配
し
て
い
る
感
は
、

否
め
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
前
著
の
『
空
性
思
想
の
研
究
１
入
中
論
の

解
読
ｌ
』
が
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
『
入
中
論
」
（
頌
・
註
）
の

和
訳
で
も
な
く
、
ジ
ャ
ャ
ー
ナ
ン
ダ
の
『
入
中
論
疏
』
言
圃
）
の
和
訳
で

も
な
く
、
ま
た
後
代
チ
ベ
ッ
ト
の
ツ
ォ
ン
カ
。
〈
の
手
に
な
る
註
釈
（
己
唱
尉

冒
員
：
鴨
巴
）
の
和
訳
で
も
な
く
、
「
糠
訳
」
で
あ
る
こ
と
と
関
係
す
る
。

ツ
ォ
ン
カ
・
〈
は
『
入
中
論
』
を
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
主
著
と
見
て
、

そ
れ
を
教
義
的
に
ど
う
解
釈
し
位
置
づ
け
る
か
に
腐
心
し
て
い
る
わ
け
で

あ
り
、
「
入
中
論
』
註
釈
の
形
態
を
と
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
通
じ
て
チ

ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
中
観
思
想
全
体
の
評
価
を
行
な
っ
て
い
る
。
彼

に
と
っ
て
は
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
が
ま
ず
『
入
中
論
』
を
書
き
、

後
れ
て
『
プ
ラ
サ
ン
ナ
・
〈
グ
ー
』
を
著
作
し
て
バ
ー
ヴ
ァ
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ

批
判
、
ブ
ッ
ダ
パ
ー
リ
タ
擁
護
を
よ
り
鮮
明
に
し
た
と
い
っ
た
、
個
人
史

的
経
緯
は
、
ほ
と
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ツ
ォ
ン
カ
・
〈

に
依
拠
す
る
こ
と
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
だ
け
、
教
相
判
択
的
な
『
入
中

論
』
解
釈
が
前
面
に
出
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
思
想
的
変
化
の
細

部
は
見
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
書
が
『
入
中
論
』
を
「
繰
訳
」
で
引

用
し
つ
つ
論
を
進
め
る
の
は
、
そ
の
意
味
で
、
歴
史
的
感
覚
を
欠
く
と
言

わ
れ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
「
繰
訳
」
は
訳
者
の
解
釈
を
媒
介
と
す
る
か
ら
誤
訳
の
危
険
性
を

増
大
さ
せ
、
ま
た
そ
れ
に
基
づ
く
理
解
を
歪
曲
さ
せ
る
虞
れ
を
招
く
。
例

諦
（
＄
ｑ
色
）
と
し
て
実
有
で
あ
る
と
は
説
か
れ
て
い
な
い
」
（
第
六
八

偶
）
（
二
九
頁
。
傍
線
は
『
入
中
論
』
本
文
を
示
す
。
）

と
本
文
が
紹
介
さ
れ
、
「
こ
の
偶
の
中
に
は
、
無
境
と
し
て
一
切
の
世
俗

が
否
定
さ
れ
る
こ
と
へ
の
無
境
説
に
対
す
る
〔
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ

の
〕
賛
同
と
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
そ
こ
に
主
張
さ
れ
て
い
る
唯
識
と
し
て

の
識
論
に
対
す
る
〔
彼
の
〕
批
判
と
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
（
二
九

頁
。
〔
〕
内
は
筆
者
の
補
な
い
。
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
適

切
さ
を
欠
く
。
筆
者
で
あ
れ
ば
、
。

「
こ
の
〔
識
論
者
〕
が
〔
わ
れ
わ
れ
に
対
し
て
〕
い
か
な
る
反
論
を
提

示
し
よ
う
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
を
〔
新
た
に
論
証
の
必
要
な
〕
主
張
に
等

し
い
も
の
Ｓ
国
且
目
‐
３
ョ
Ｆ
１
の
目
ご
Ｐ
‐
圏
目
色
所
立
相
似
）
と
見
な

し
て
、
そ
の
議
論
を
排
斥
す
る
。
諸
仏
は
い
か
な
る
と
こ
ろ
で
も
〈
事

物
は
存
在
す
る
〉
と
は
説
い
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
」

増
大
さ
せ
、
ま
た
そ
れ
』

え
ば
、「

中
観
者
に
対
し
て
、

た
そ
れ
ぞ
れ
は
、

ず
ｏ
ｐ
ｐ
目
鼻
ロ
ロ
コ
の

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
諸
仏
に
よ
っ
て
、
い
か
な
る
聖
教
に
も
、
諸
法
は

日
昏
目
の
）
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
唯
識
論
な
る
か
の
議
論
は
排
除

〔
中
観
者
の
〕
主
張
と
等
し
い
も
の
（
原
文
“
８
日

か
れ
（
唯
識
論
者
）
に
よ
っ
て
回
答
が
な
さ
れ

’
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と
で
も
訳
し
、
著
者
の
よ
う
な
複
雑
な
理
解
は
示
さ
な
い
で
茜
ろ
う
。
翻 

訳
に
誤
訳
は
不
可
避
で
あ
る
と
は
い
え
、
こ
れ
は
残
念
な
一
例
で
あ
る
。
 

ま
た
本
書
に
は
他
に
も
誤
訳
の
例
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
書
は
、
ジ
ャ
ヤ
ー
ナ
ン
ダ
と
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
註 

釈
を
充
分
に
参
照
し
つ
つ
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
中
観
思
想
の
特
徴

を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
し
て
、
研
究
史
上
重
要
な
位
置
を
占
め
、
前
者 

と
本
書
第
二
部
も
含
め
広
範
囲
の
知
見
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
も 

っ
て
筆
者
は
本
書
の
刊
行
を
心
か
ら
歓
迎
す
る
も
の
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
 

二
九
八
ハ
年
二
月
、
文
栄
堂
、B

5
版
、

一
五
〇
〇
〇
円
一 

第
一
部
論
文
編
、
七+
 

一
七
六+

29+

10
頁

〔第
二
部
テ
キ
ス
ト
編
、
三
三
六+
 

ー
ニ
九+
 4
頁 

'
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